
トレーニング機器の出張サービス 
　9月5日、老人福祉センター荒見苑で、健康セン

ターいきいきホールのトレーニング機器を使った、

出張サービスが新たに始まりました。 

「ハツラツ＆サッソウと、いつまでも若々しく」

をテーマに、参加者は本格的なトレーニング機器を

使って、心地よい汗を流しました。 

救急フェアなど 
みんなの広場 

ベビーマッサージ講習会の参加者募集など 

税制改正など 
行政ニュース 
　　　　　　 
熱戦開幕！！総体グラフ 

INFORMATION
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5月14日 

　　14日 

14日 

21日 

25日 

6月  4日 

  4日 

11日 

18日 

25日 

7月  2日 

　2日 

　29日 

9月  3日 

　10日 

12月  3日 

　　10日 

3月21日 

 

町総体総合開会式 

町総体ソフトバレーボール大会 

町総体グラウンド･ゴルフ大会 

町総体バドミントン大会 

町総体ゴルフ大会 

町総体卓球大会 

町総体硬式テニス大会 

町総体バスケットボール大会 

町総体ソフトボール大会 

町総体家庭婦人バレーボール大会 

町総体ボウリング大会 

町総体軟式野球大会 

町総体ゲートボール大会 

町総体剣道大会 

町総体ソフトテニス大会 

町総体サッカー大会 

町総体サッカー大会（決勝） 

町総体空手道大会 

日　程 大会名 

　平成18年度町総合体育大会総合開会式が5月におこなわれ、
町総体の各種競技で熱戦が展開されています。 
　暑かった夏も過ぎ、心地よい秋の風を感じる季節を迎え、あ
なたもスポーツで汗を流し健康増進と、たくさんの仲間と親睦
をはかりリフレッシュしませんか。 ！！ 

熱
戦
開
幕
　
総
体
グ
ラ
フ 2
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上段右からソフトバレーボール、ソフト

ボール／2段目右からソフトバレーボール、

バドミントン、卓球、グラウンド・ゴルフ

／3段目右から剣道、バドミントン、硬式

テニス／4段目硬式テニス／5段目右から

バスケットボール、家庭婦人バレーボール 
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私
た
ち
の
所
得
に
は
、
国
税
と
し
て
所
得
税
が
、

地
方
税
と
し
て
住
民
税
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
 

住
民
税
に
は
、
均
等
の
額
を
負
担
す
る
「
均
等

割
」
と
、
そ
の
人
の
所
得
金
額
に
応
じ
て
負
担
す

る
「
所
得
割
」
が
あ
り
、
通
常
、
京
都
府
の
税
で

あ
る
府
民
税
と
久
御
山
町
の
税
で
あ
る
町
民
税
を

あ
わ
せ
て
住
民
税
と
呼
び
ま
す
。
 

所
得
税
が
１
年
間
の
所
得
に
対
し
て
そ
の
年
に

課
税
さ
れ
る
の
に
対
し
、
住
民
税
は
、
前
年
の
所

得
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
住
民
税
の

徴
収
は
、
府
民
税
と
町
民
税
を
あ
わ
せ
て
町
が
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

住
民
税
所
得
割
の
税
率
は
、
3
段
階
の
超
過
累

進
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
19 
年
度
分
か

ら
、
こ
れ
が
所
得
の
多
い
少
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
律
10 
㌫
の
比
例
税
率
構
造
に
変
わ
り
ま
す
。
 

今
回
の
税
源
移
譲
は
、
個
人

の
所
得
に
か
か
る
国
税
を
、
地

方
税
に
移
す
の
で
、
住
民
税
が

増
え
て
も
、
所
得
税
が
減
り
ま

す
。
そ
の
た
め
納
税
者
負
担
は

こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
 

住
民
税
所
得
割
の
10 
㌫
比
例

税
率
化
に
と
も
な
い
、
国
が
徴

収
す
る
所
得
税
の
税
率
構
造
も

見
直
さ
れ
ま
す
。
 

住
民
税
に
つ
い
て
は
、
最
低

税
率
が
5
㌫
か
ら
10 
㌫
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
最
高
税
率
が
13 
㌫

か
ら
10 
㌫
に
引
き
下
げ
と
な
り
、

所
得
税
に
つ
い
て
は
、
逆
に
最

低
税
率
が
10 
㌫
か
ら
5
㌫
に
引

き
下
げ
ら
れ
、
最
高
税
率
が
37

㌫
か
ら
40
㌫
に
引
き
上
げ
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
人
的
控
除
の

差
に
対
応
し
た
減
額
措
置
な
ど

も
講
じ
ら
れ
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
り
、
税
源
移
譲
の
前
後
で

「
住
民
税
＋
所
得
税
」
の
納
税
者
の
負
担
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
 

左
記
の
図
は
、
税
源
移
譲
に
よ
る
負
担
変
動
を

示
す
も
の
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
平
成
19 
年
分
所
得

税
、
平
成
19 
年
度
分
住
民
税
か
ら
定
率
減
税
が
廃

止
さ
れ
る
な
ど
、
影
響
が
あ
る
こ
と
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
 

国
の
三
位
一
体
改
革
の
一
つ
と
し
て
、
市
町
村
が
自
主
性
を
発
揮
し
、

よ
り
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
、
平
成
１９
年
か
ら
国
の
所

得
税
か
ら
地
方
の
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

そ
の
た
め
に
、
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
住
民
税
が
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。
 

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
？
 

住
民
税
の
所
得
割
の
税
率
が
 

１０
㌫
に
統
一
さ
れ
ま
す
 

税
負
担
は
 

　
増
え
ま
す
か
 

　
　
減
り
ま
す
か
 

住
民
税
と
は
 

あ
な
た
の
住
民
税
が

あ
な
た
の
住
民
税
が
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
変
わ
り
ま
す

変
わ
り
ま
す
 

あ
な
た
の
住
民
税
が

あ
な
た
の
住
民
税
が
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
変
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り
ま
す

変
わ
り
ま
す
 

あ
な
た
の
住
民
税
が

あ
な
た
の
住
民
税
が
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
変
わ
り
ま
す

変
わ
り
ま
す
 

あ
な
た
の
住
民
税
が
 

 
 
 
 
 
変
わ
り
ま
す
 この社会あなたの税がいきている

200万円以下の金額 
200万円をこえる金額 
700万円をこえる金額 
 
700万円以下の金額 
700万円をこえる金額 

課税標準額 

0円 
100,000円 
240,000円 

 
0円 

70,000円 

3.0％ 
8.0％ 
10.0％ 

 
2.0％ 
3.0％ 

町　　民　　税 

府　　民　　税 

課税所得にかかわらず、一律10％ 

☆たとえば課税所得が300万円 
　の場合 
　300万円×10％＝30万円 

※実際の税額は、このほかに人 
　的控除の差に対応した減額措 
　置が講じられます。 
 

速算控除額 税率 

課税所得とは…みなさんの給与や事業収入などは税法上「収入」と呼ばれるものです。「課税
所得」とは、この｢収入｣から給与所得控除や基礎控除、扶養控除、社会保険料
控除といった諸控除を差し引いた残りの金額のことです。この｢課税所得｣に税
率をかけたものが｢税額｣となります。 

従 来 の 課 税 方 法  改 正 後 の 課 税 方 法  

※夫婦＋子ども2人の場合、子どものうち、1人が特定扶養親族に該当するものとしています。 
　また、一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。 

▼独身者の場合（例１） 

▼夫婦＋子ども２人の場合（例２） 

188,500 

421,000 

781,000 

1,519,000

62,000 

160,500 

376,500 

868,500

126,500 

260,500 

404,500 

650,500

188,500 

421,000 

781,000 

1,519,000

0円 

0円 

0円 

0円 

64,500 

163,000 

307,000 

553,000

124,000 

258,000 

474,000 

966,000

300万円 

500万円 

700万円 

1000万円 

9,000 

195,000 

459,000 

1,130,000

0 

59,500 

165,500 

590,500

9,000 

135,500 

293,500 

539,500

9,000 

195,000 

459,000 

1,130,000

9,000 

76,000 

196,000 

442,000

0 

119,000 

263,000 

688,000

300万円 

500万円 

700万円 

1000万円 

給　与 
収　入 

負　担 
増減額 所 得 税  住 民 税  合 計  所 得 税  住 民 税  合 計  

0円 

0円 

0円 

0円 

給　与 
収　入 

負　担 
増減額 所 得 税  住 民 税  合 計  所 得 税  住 民 税  合 計  

税源移譲前（単位：円） 

税源移譲前（単位：円） 

税源移譲後（単位：円） 

税源移譲後（単位：円） 

納
税
者
負
担
は
 

　
変
わ
り
ま
せ
ん
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こ
の
内
容
は
、
平
成
18 
年
度
税
制
改
正
に
お
け

る
地
方
税
法
の
改
正
内
容
等
に
も
と
づ
い
て
い
ま

す
。
 

税
源
移
譲
に
関
す
る
 

改
正
は
、
平
成
19 
年
度
 

分
の
住
民
税
か
ら
適
用
 

さ
れ
る
予
定
で
す
。
詳
 

し
く
は
、
税
務
課
へ
お
 

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

農
業
所
得
の
計
算
は
、
収
入
金
額
か
ら
必
要
経

費
を
差
し
引
く
「
収
支
計
算
」
が
原
則
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
は
、
申
告
の
目
安
と
し
て
農
業
所
得
標

準
を
適
用
し
て
申
告
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

平
成
18 
年
分
の
確
定
申
告
（
平
成
19 
年
2
月
か
ら

3
月
申
告
分
）
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
所
得
標

準
に
よ
る
申
告
が
で
き
な
く
な
り
、
確
定
申
告
で

は
、
実
際
の
必
要
経
費
を
差
し
引
く
収
支
内
訳
書

を
作
成
し
て
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
 

  収
支
内
訳
書
を
作
成
す
る
に
は
、
出
荷
伝
票
な

ど
の
収
入
金
額
の
わ
か
る
書
類
と
、
領
収
書
な
ど

の
支
払
い
金
額
の
わ
か
る
書
類
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
 

収
支
内
訳
書
を
作
成
 

し
、
必
ず
領
収
書
を
保
 

管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
 

い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
 

問い合わせ／国保医療課 

　70歳以上または老人保健で医療を受ける人のうち、現役並み所得のある一定以上
所得者は、医療機関に支払う自己負担割合が変わります。 
【一定以上の所得がある人の自己負担割合が変わります】 
　現役並み所得のある一定以上所得者の自己負担割合が、2割から3割に引き上げ
られます。一定以上所得者以外は1割のまま据え置かれます。 
【高額療養費（高額医療費）の自己負担限度額が変わります】 
　1か月の医療費の自己負担が高額になった場合、自己負担限度額を超えた分が高
額療養費（高額医療費）として支給されます。その限度額が、一部引き上げられます。 

【出産育児一時金が変わります】 
　国保加入者が出産したときに受けられる出産育児一時金の支給額が、現行の30
万円から35万円に引き上げられます。 

〈70歳以上の人〉 

【高額療養費の自己負担限度額が変わります】 
　同じ人が同じ月内に、同一の医療機関に支払った自己負担額の合計が高額になっ
た場合、申請して認められると、自己負担限度額を超えた分は、高額療養費として
支給されます。 
　今回の改正で、70歳未満の人は下表のように自己負担限度額が一部引き上げら
れます。 

〈70歳未満の人〉 

▼自己負担限度額表（月額） 

▼自己負担限度額表（月額） 

　10月1日から医療保険が改正され、医療費の自己負担が引き上げられ、出産育児 
一時金が増額されました。 

（注）（　）内の金額は、多数該当の場合 

（注）（　）内の金額は、多数該当の場合 

農
業
所
得
標
準
が
 

 
廃
止
さ
れ
ま
し
た
 

あ
な
た
の
住
民
税
が
 

 
 
 
 
 
変
わ
り
ま
す
 

あ
な
た
の
住
民
税
が
 

 
 
 
 
 
変
わ
り
ま
す
 

あ
な
た
の
住
民
税
が
 

 
 
 
 
 
変
わ
り
ま
す
 

税のことなら 
　　　　お気軽に！！ 

税務課  

１０月１日から 
国保と老人保健の 

平成18年 
　9月30日まで 

現役並み所得者 

一　　　般 

Ⅱ 

Ⅰ 

（月収28万円以上または） 　課税所得145万円以上 

低所得者 

（年金収入） 　65万円以下等 

外　来 
（個人ごと） 

自己負担 
限度額 

40,200円 

24,600円 

15,000円 

40,200円 

 

12,000円 

 

8,000円 

72,300円＋ 
〈医療費－361,500円〉 
×1％ 

（40,200円） 

（住民税） 　非課税 

平成18年 
　10月1日から 

現役並み所得者 

一　　　般 

Ⅱ 

Ⅰ 

（月収28万円以上または） 　課税所得145万円以上 

低所得者 

（年金収入） 　80万円以下等 

外　来 
（個人ごと） 

自己負担 
限度額 

44,400円

24,600円

15,000円

44,400円

12,000円

8,000円

80,100円＋
〈医療費－267,000円〉

×1％
（44,400円）

（住民税） 　非課税 

139,800円＋ 
〈医療費－466,000円〉×1％ 

（77,700円） 
72,300円＋ 

〈医療費－241,000円〉×1％ 
（40,200円） 
35,400円 

（24,600円） 

〈平成18年9月30日まで〉 

上位所得者 
 
 
 

一　　般 
 

低所得者 

（基礎控除後の所） 　得670万円以上 

（住民税非課税） 

 
上位所得者 

 

 

一　　般 

 

低所得者 
（住民税非課税） 

〈平成18年10月1日から〉 

150,000円＋

〈医療費－500,000円〉×1％

（83,400円）

80,100円＋

〈医療費－267,000円〉×1％

（44,400円）

35,400円

（24,600円） 

（基礎控除後の所） 　得600万円以上 

領
収
書
等
は
大
切
に
保
管
を
 

自己負担が 
一部変わります 
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お年寄りの健康と長寿をお祝いする敬老会が9月8日、

中央公民館で開かれました。 

町内の70歳以上のお年寄りは、昨年より103人増えて、

男性973人、女性1,346人、合わせて2,319人。このう

ち約600人が元気に出席されました。 

式典では、坂本町長の式辞に続いて、満88歳を迎えら

れた48人に京都府知事から府高齢者記念品が、数え年で

88歳の米寿を迎える49人に町から特別高齢者記念品がそ

れぞれ贈られました。また、今年、結婚され50周年の金

婚式を迎えられた29組のご夫婦に「組湯飲み」が贈られ

ました。 

式典に続く第二部では、適度な運動習慣を身につけても

らおうと健康体操「ゆる体操」を全員でおこない、リラッ

クスした後、お待ちかねのアトラクションでは、横山たか

し・ひろしの漫才や美少年真太郎のアクロバットショー、

津軽三味線などで楽しいひとときを過ごし、心も体もリフ

レッシュされました。 

救急の日の9月9日、ジャスコ久御山店で、町消防本部

の救急フェアが開かれました。 

会場では、救急の日にちなんで町消防職員が「あなたは

救急車が到着するまでに、何ができますか？、大切な家族

や友人をあなたの手で助けてください」と救急医療週間（9

月3日～9日）や救急の日の啓発チラシやポケットティッ

シュを配布し、救急車・消防車や救急蘇生人形の展示、Ａ

ＥＤ（自動体外式除細動器）を使った心肺蘇生法などの実

技指導をおこないました。 

救急車・消防車の展示コーナーでは、親子づれやカップ

ルが、日ごろ見る機会が少ない救急車の内部や消防車の設

備を熱心に見学したり、消防車と一緒に記念撮影をしたり

していました。 

また、ＡＥＤのコーナーでは、救急救命士らが救急蘇生

人形などを使って、ＡＥＤの使用方法を実演し、見学して

いた買い物客も、もしものときに備えて熱心に話を聞いて

いました。 

坂本町長から金婚の記念品を受け取るご夫婦 熱心に救急救命士の説明を聞く買い物客 

ジャスコ久御山店 中央公民館 

救急フェア 

もしものときに備えて 

敬老会 

健康と長寿を祝って 

みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 
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エコロベース大会（9月10日・中央公園） 
「くぎぬき地蔵堂」落慶法要（9月9日・中島） 



　9月6日、佐山小学校で、同校ＰＴＡ（上田好孝会長）

主催のドッジボール教室が開かれました。 

この教室は、「子どもの居場所作り事業」の一つとして

開かれたもので、この日は、放課後に87人の児童と保護

者が集まって、実戦形式で練習をおこないました。 

指導には、町体育指導委員3人があたり、基本的なルー

ルや攻守のポイントをアドバイスする形式でおこなわれ、

子どもたちは、真剣に聞いていました。 

山浦　優希ちゃん 
やまうら　　　ゆ　き 

（平成17年7月28日生） 
強く優しく、いつも笑顔のゆきでい

てね。 

田井　父　洋さん・母　佐智子さん 

8月15日から9月14日までの受付分（敬称略） 

　
澤
　
卓
也
 

今
井
日
出
男
 

森
山
　
高
行
 

　
田
　
優
基
 

佐
　
山
 

　
〃
 

　
林
 

　
栄
 

　
澤
　
絵
美
 

今
井
美
津
子
 

森
山
　
素
子
 

　
田
　
妃
佐
 

昌
克
・
亜
矢
 

望
　
・
恵
子
 

繁
樹
・
好
江
 

賢
二
・
麻
紗
子
 

北
斗
・
由
佳
 

貴
仁
・
尚
子
 

正
基
・
裕
子
 

伊
織
・
昌
美
 

丈
児
・
里
津
子
 

健
二
・
美
加
 

啓
司
・
由
紀
子
 

喜
久
・
良
枝
 

喜
久
・
良
枝
 

満
晴
・
佳
織
 

真
・
真
理
子
 

泰
孝
・
由
佳
 

東
一
口
 

　
〃
 

佐
　
山
 

　
〃
 

　
〃
 

　
林
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

市
　
田
 

　
〃
 

下
津
屋
 

　
〃
 

　
栄
 

内
田
　
悠
暉
 

上
曽
山
月
人
 

山
鹿
　
樹
里
 

中
尾
　
歩
夢
 

芳
川
　
知
奈
 

白
須
　
亮
羽
 

　
井
　
陽
太
 

　
野
　
稟
夏
 

佐
中
　
優
里
 

林
　
竜
太
朗
 

辻
川
千
咲
音
 

谷
口
　
佳
奈
 

谷
口
　
佳
甫
 

池
田
　
　
亮
 

長
尾
　
愛
莉
 

　
　
早
耶
香
 

ゆ
う
　

き
 

つ
き
ひ
と
 

じ
ゅ
　

り
 

あ
ゆ
　

む
 

　

ち
　
な
 

　

り
ょ
う
 

ひ
な
　

た
 

り
ん
　

か
 

ゆ
う
　

り
 

り
ゅ
う
た
ろ
う
 

　

ち
　
さ
　
と
 

　

か
　
な
 

　

か
　
ほ
 

　
り
ょ
う
 

あ
い
　

り
 

　

さ
　
や
　
か
 

 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
氏
名
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

全国から強豪チームが出場した第14回全国中学生空手

道選手権大会の男子団体組手の部で、久御山中学校空手道

部が、見事に全国優勝。8月28日、優勝報告に鸞風舎久

御山道場の監督・コーチと選手が、優勝カップと賞状を手

に町役場を訪れました。 

日ごろの厳しい練習の成果を発揮し、大舞台で活躍され

たのは、次のみなさんです。【監督】松村憲雄【コーチ】

松村美緒、松村唯明、水野高士【選手】茨木章光、丹羽智

大、　田康平、

南光龍樹、藤

村勇馬、東輝

彦、岡井真悟、

岸下亮太、上

田凌、丹羽晶

大 

＝敬称略＝ 

優勝報告会に参加した選手 真剣にドッジボールに取り組む児童 

佐山小学校 久御山中学校空手道部 

ドッジボール教室 

実戦形式で技術向上 おめでとう！全国優勝 

空手道選手権大会 

お
誕
生
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

ご
結
婚
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運動会（9月16日・御牧小学校） 下水道出前講座（9月20日・東角小学校） 

デイサービス敬
老会（9月15日・

さつき苑） 



住民のみなさんが、毎日の生活のなかで、行政がおこな
っている仕事に対して、疑問や意見、苦情を持たれている
ことはありませんか。 
行政相談は、みなさんの疑問や苦情、要望をお聴きして、

その問題解決や実現の促進を図るとともに、これらを行政
運営に反映するための窓口です。 
相談の内容は、国や郵便、電話、高速道路などの特殊法

人を含む行政の仕事や手続き、サービスについて「困って
いることがある」「制度や仕組みがわからない」「苦情を
言いたいが、どこに言ったらよいのかわからない」などで
す。 
道路や税金、年金、福祉などの分野は問いません。あな

たの声をお聴かせください。 

行政相談は、毎月1回、人権擁護相談と一緒に役場庁舎
1階相談室でおこなっています。 
今月の相談日は、10月17日cです。時間は、午前10時
から午後3時までです。 
相談は無料です。相談者の秘密は固く守られますので、
お気軽にご相談ください。 
問い合わせ／広報行政課 

申
請
受
付
／
10 
月
31
日
c
ま
で
 

対
象
住
宅
／
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
居
住
部
分
が
2
分
の
１
以
上
の
木
造
一

戸
建
て
住
宅
 

助
成
額
／
耐
震
診
断
費
用
の
う
ち
2
8
，
0
0
0

円
を
補
助
し
ま
す
。
 

　
　
　
な
お
、
床
面
積
が
2
4
0
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
住
宅
部
分
に
つ
い
て
は
、
超
え
る

部
分
の
耐
震
診
断
費
用
の
負
担
が
必
要
で
す
。
 

  ①
総
務
課
へ
資
料
を
請
求
 

耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
総
務
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
誰
で
も
で
き

る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」
と
「
耐
震
診
断
士
派
遣

申
請
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
 

②
診
断
申
し
込
み
 

申
請
で
き
る
の
は
、
「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家

の
耐
震
診
断
」
の
評
点
の
合
計
が
9
点
未
満
の
住

宅
の
所
有
者
で
す
。
 

申
請
書
は
、
総
務
課
へ
ご
持
参
の
う
え
、
面
積

や
構
造
、
用
途
等
が
確
認
で
き
る
登
記
簿
や
建
築

確
認
の
写
し
な
ど
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

③
書
類
審
査
、
診
断
実
施
 

・
申
請
後
、
書
類
審
査
を
実
施
し
、
耐
震
診
断
士

の
派
遣
を
決
定
し
ま
す
。
 

・
耐
震
診
断
日
を
調
整
し
ま
す
。
 

・
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
 

当
日
、
耐
震
診
断
士
の
交
通
費
実
費
分
と
し
て
、

2
，
0
0
0
円
の
支
払
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
申
請
者
が
負
担
）
 

④
診
断
結
果
の
送
付
 

耐
震
診
断
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
耐
震
診
断
結

果
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
 

行政相談とは 

今月の相談は 

行政相談週間　10月16日～22日 

行政相談 
　　お気軽にどうぞ！ 
行政相談週間　10月16日～22日 行政相談週間　10月16日～22日 

耐震 
診断士 
耐震 
診断士 
耐震 
診断士 

あ
な
た
の
家
は
 

　
　
　
に
安
全
で
す
か
？
 

町
で
は
、
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
計
画
を
策
定
し
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
 

耐
震
診
断
で
、
あ
な
た
の
住
ま
い
の
弱
点
を
把
握
し
て
、
必
要
な
と
こ
ろ
を

補
強
す
る
な
ど
、
地
震
に
強
い
家
づ
く
り
の
対
策
を
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。
 

申
請
の
流
れ
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私
た
ち
の
身
の
回
り
の
も
の
は
、
地
球
上
の
限

り
あ
る
資
源
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
を

捨
て
る
こ
と
は
、
地
球
の
資
源
を
捨
て
て
い
る
こ

と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
美
し
い
地
球
を
守
り
続
け
る
た
め
に
、
今
、

私
た
ち
が
で
き
る
身
近
な
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん

か
。
 

▼
マ
イ
バ
ッ
ク
持
参
で
レ
ジ
袋
の
削
減
を
！
 

レ
ジ
袋
は
お
店
の
サ
ー
ビ
ス
で
付
い
て
き
ま
す

が
、
私
た
ち
が
買
い
求
め
た
い
物
そ
の
も
の
で
は

な
く
、
本
当
に
必
要
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

使
い
回
し
が
で
き
る
の
で
、
つ
い
つ
い
も
ら
っ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
レ
ジ
袋
１
枚
あ
た
り
18 
㏄

の
原
油
が
使
わ
れ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

マ
イ
バ
ッ
ク
を
活
用
し
、
レ
ジ
袋
の
消
費
量
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
商
品
の
簡
易
包
装
に

も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

▼
ご
み
が
少
な
い
も
の
を
選
ん
で
 

 
買
い
ま
し
ょ
う
！
 

電
池
を
使
う
製
品
は
充
電
式
の
も
の
、
洗
剤
や

調
味
料
な
ど
は
、
詰
め
替
え
用
の
も
の
と
い
っ
た

よ
う
に
、
同
じ
も
の
な
ら
で
き
る
だ
け
、
ご
み
が

少
な
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
 

▼
生
ご
み
は
水
切
り
で
減
量
！
 

生
ご
み
は
、
水
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

そ
の
ま
ま
捨
て
ず
に
、
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
ネ
ッ
ト

に
た
め
て
お
い
て
、
最
後
に
ギ
ュ
ッ
と
ひ
と
絞
り

し
て
水
分
を
カ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
生
ご

み
処
理
機
等
で
、
生
ご
み
を
堆
肥
化
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
 

※
町
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
の
助
成
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

町では、住民のみなさんが安心して
地域活動をおこなえるよう、自治会や
ボランティア団体等の自主的な活動に
対し、活動中の不測の事故を広く救済
する「住民活動補償制度」に加入して
います。 
 
 
 
町内に活動の拠点を置き、5人以上

で共通の目的を持った住民で、自主的
に組織された住民団体等がおこなう地
域活動や社会教育活動が対象です。 
報酬等が出ている場合や政治、宗教、

営利を目的とした活動、企業活動とし
て活動する会社、事業所内の団体によ
る活動は対象となりません。 
※対象の住民団体等とは「住民（町外
居住者を含む）により自主的に構成
され、町内に本拠地を有する団体等」
で、事前に総務課へ団体登録をされ

た団体や個人です。 
　　住民活動の観覧者や応援者は対象
となりません。ただし、スポーツ活
動については、観覧者や応援者が当
該スポー活動に直接起因して傷害を
被った場合は、対象となることがあ
ります。 

 
 
 
▼賠償責任保険 
団体の指導者や責任者の過失によっ

て、参加者や第三者にケガをさせたり、
財物に損害を与え、法律上の損害賠償
責任を負ったときなどが対象です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼傷害保険 
住民団体等の指導者、ボランティア

または各種事業の参加者自身が活動中
に、急激かつ偶然な外来の事故により
死亡したり、入院、通院による治療を
要するケガをしたときなどが対象です。 
活動の内容や事故の状況等によって、

対象とならないときがあります。 
 

1．地域の活動 
自治会活動、防犯・防火・防災活
動、地域清掃活動、交通安全活動な
ど 
2．青少年育成活動 

子ども会活動、スポーツ少年団活
動、非行防止パトロールなど 
3．社会福祉奉仕活動 

社会福祉施設援護活動、在宅老人・
身障者等のホームヘルプ、手話通訳
など 
4．社会教育活動 

町民運動会、町民文化祭・スポー
ツ・レクリエーション、文化活動、
公民館活動など 
5．町や町が補助している法人の主催
または共催する事業への参加、ボラ
ンティア活動など 
問い合わせ／総務課 

補償内容 

1事故につき5,000円は免責で自己負担 

てん補限度額 

1名6,000万円 

1事故　2億円 

1事故100万円 

1事故100万円 

　区　分 

対 人 賠 償  
 

対 物 賠 償  

受託品賠償 

行政相談週間　10月16日～22日 行政相談週間　10月16日～22日 

住民活動補償制度 自治会やボランティア団体の 
活動中の事故を救済します 

耐震 
診断士 
耐震 
診断士 

対象活動 

住民活動の具体例 

　給 付 限 度 額 

1名　　　500万円 

1名　15～500万円 

1名1日　3,000円 
　　（180日限度） 

1名1日　2,000円 
　　 （90日限度） 

 入院・通院保険金は、事故日から通算 
して180日が限度 

　区　分 

死　　　亡 

後 遺 障 害  

入　　　院 

通　　　院 
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今
年
4
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
 

今
回
は
、
今
月
か
ら
変
更
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の

な
か
か
ら
地
域
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
 

  京
都
府
や
市
町
村
は
、
今
月
か
ら
障
害
の
あ
る

人
が
、
地
域
で
生
活
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
、
地
域
の
特
長
を
生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
体

制
を
つ
く
り
、
障
害
の
あ
る
人
が
身
近
な
と
こ
ろ

で
、
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。
 

自
立
支
援
法
で
は
、
市
町
村
の
必
須
事
業
と
し

て
、
相
談
支
援
事
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
事
業
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付
事
業
、
移
動
支

援
事
業
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
強
化
事

業
が
あ
り
ま
す
。
各
事
業
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

▼
相
談
支
援
事
業
 

障
害
者
や
障
害
児
の
保
護
者
、
家
族
の
人
か
ら

の
相
談
に
応
じ
た
り
、
必
要
な
情
報
を
提
供
し
た

り
し
ま
す
。
 

▼
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
 

手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
の
で
き
る
人
を
派
遣
し
、

聴
覚
障
害
者
の
日
常
生
活
を
支
援
し
ま
す
。
 

▼
日
常
生
活
用
具
の
給
付
事
業
 

障
害
に
応
じ
て
、
日
常
必
要
な
用
具
や
器
具
を

給
付
ま
た
は
貸
与
し
、
自
立
生
活
を
支
援
し
ま
す
。
 

▼
移
動
支
援
事
業
 

屋
外
で
の
移
動
が
困
難
な
障
害
者
に
対
し
、
外

出
の
た
め
の
支
援
を
お
こ
な
い
、
余
暇
活
動
や
社

会
参
加
を
支
援
し
ま
す
。
 

▼
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
強
化
事
業
 

障
害
の
あ
る
人
の
創
作
活
動
や
生
産
活
動
の
機

会
を
増
や
し
、
社
会
と
の
交
流
を
図
る
た
め
、
余

暇
活
動
や
日
中
活
動
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
 

な
お
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付
事
業
と
移
動
支

援
事
業
は
、
一
部
自
己
負
担
が
必
要
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

 
自
立
支
援
法
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用

い
た
だ
く
た
め
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
 

　
社
会
福
祉
課
ま
た
 

は
障
害
者
支
援
セ
ン
 

タ
ー「
は
ー
も
に
ぃ
」
 

1
0
7
7
4（
5
5
）
 

5
9
8
１
へ
、
ご
相
 

談
く
だ
さ
い
。
 

高齢者がいつまでも、住み慣れた地域で生活していただ
けるよう、町では、介護予防事業の新たな取り組みとして
「くみやま総合予防事業」をおこなっています。 
 
 
対象者は、介護予防健康診査の生活機能評価で、要支援・
要介護状態になるおそれがあると診断された人などです。 
対象者には、長寿健康課または地域包括支援センター（楽

生苑）から連絡します。 
※地域包括支援センターは、介護保険制度に新たに位置付
けられた地域ケアシステムを総合的に担う中核機関で、
今年4月から楽生苑に委託しています。 
 
 
12回（1回／週×12週）を1クールとしておこない、運
動機器（筋力トレーニング機器など）による機能向上トレ
ーニングを中心に、栄養改善指導や口腔機能向上指導など
をおこないます。 

問い合わせ／長寿健康課 

10 
月
以
降
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
新
規
・
更
新
申
請
に
は
写
真
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
 

写
真
は
、
縦
4
㌢
横
3
㌢
、
3
か
月
以
内

に
正
面
か
ら
無
帽
で
写
し
た
も
の
で
、
カ
ラ

ー
ま
た
は
白
黒
を
１
枚
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

現
在
、
申
請
中
ま
た
は
お
持
ち
の
人
は
、

次
回
の
申
請
か
ら
と
な
り
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
京
都
府
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
1
0
7
5
（
6
4
１
）
１
8
１
5

ま
た
は
町
社
会
福
祉
課
へ
。
 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
 

申
請
に
写
真
が
必
要
で
す

申
請
に
写
真
が
必
要
で
す
 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
 

申
請
に
写
真
が
必
要
で
す
 

介護予防の新しい取り組みをおこなっています 

対象者は… 

事業の内容は… 

地
域
生
活
支
援
事
業
 

障
害
者
 

自
立
支
援
法
④
 

障
害
者
 

自
立
支
援
法
④
 

体　調　管　理 
 

準　備　運　動 

介 護 予 防 運 動 
 

整　理　運　動 

サロンプログラム 

その日の体調チェック 

血圧・脈拍測定 

イスを使った準備運動・2分間足踏み 

グループでおこなう楽しい体操 

筋力マシーンを使用するトレーニング 

音楽＋整理運動 

グループで楽しいゲームほか 

スケジュール 
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精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
 

申
請
に
写
真
が
必
要
で
す
 

長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々
が
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
な
ど
を
策
定
し
た
「
健
康
く
み
や
ま
21
」
の

内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

佐山バス停は、府道宇治淀線に位置し、昭和4年の路線
図で、当時から京阪宇治・国鉄新田方面に向けて運行され
ていたことがわかります。現在、同バス停には、平日で巡
回バスが16便、京阪淀方面と宇治車庫（京阪宇治）方面を
合わせた路線バスが109便行き交っています。 
また、佐山バス停の南方には、府道八幡城陽線の木津川

に架かる全長356.5メートル、幅3.3メートルの木造橋の
上津屋橋（流れ橋）があります。 
もともと、この場所には、府営の渡し舟がありましたが、
昭和26年に廃止され、橋が架けられました。流れ橋は、
木津川の増水時に、橋げたが流れるように設計されていて、
流れると鋼製ロープにつながった橋げたが筏のように、係
留するようになっています。 
この付近は、時代劇の撮影にも利用され、映画やテレビ
にたびたび登場し、近隣の人々の格好の憩いの場となって
います。 
現在では、流れ橋の下流約500メートルに第二京阪道路
が建設され、平成15年に巨椋池ＩＣから枚方東ＩＣまで
が供用されました。 
また、一般道である京都南道路は、京滋バイパス側道か
ら府道宇治淀線までが平成17年6月に供用され、現在、木
津川の架橋工事が鋭意進められています。この区間が供用
されると、国道1号や府道宇治淀線の渋滞がさらに緩和さ
れると期待されています。 
問い合わせ／都市計画課 

バス停シリーズ 

「佐山」 16

   適
度
な
運
動
習
慣
は
、
肥
満
・
動
脈
硬
化
・
高

血
圧
な
ど
、
生
活
習
慣
病
の
危
険
因
子
を
低
下
さ

せ
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
、
糖
尿
病
な
ど
を
予
防
し

ま
す
。
日
常
生
活
の
な
か
に
運
動
や
体
操
を
取
り

入
れ
ま
し
ょ
う
 

   
◆
「
寝
ゆ
る
体
操
」
で
転
倒
防
止
 

「
老
い
は
足
か
ら
来
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る

よ
う
に
、
私
た
ち
の
足
腰
は
、
年
齢
と
と
も
に
少

し
ず
つ
衰
え
て
い
き
ま
す
。
わ
ず
か
な
段
差
に
つ

ま
ず
い
た
り
、
ふ
ら
つ
き
や
す
く
な
っ
た
ら
、
老

化
が
始
ま
っ
て
い
る
サ
イ
ン
で
す
。
 

足
も
と
が
お
ぼ
つ
か
な
く
な
る
原
因
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
特
に
、
問
題
と
な
る
の
は
、
股

関
節
の
動
き
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
腸
腰
筋
（
骨

盤
と
足
の
つ
け
根
を
連
結
し
て
い
る
筋
肉
）
で
す
。

腸
腰
筋
は
ひ
ざ
を
持
ち
上
げ
、
足
を
前
に
振
り
出

す
と
き
に
働
い
て
い
ま
す
。
 

立
っ
た
り
、
歩
い
た
り
す
る
動
作
を
支
え
て
い

る
筋
肉
で
す
か
ら
、
筋
力
が
低
下
す
る
と
ス
ム
ー

ズ
に
歩
け
な
く
な
っ
た
り
、
つ
ま
ず
き
や
す
く
な

っ
た
り
し
ま
す
。
 

転
倒
、
骨
折
を
予
防
す
る
に
は
、
腸
腰
筋
の
働

き
を
保
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
腸
腰
筋
を
鍛
え

る
に
は
、「
寝
ゆ
る
体
操
」
が
適
し
て
い
ま
す
。
 

場
所
を
選
ば
ず
、
道
具
も
使
わ
ず
、
年
齢
や
体

力
に
も
関
係
な
く
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
で
き
ま

す
。
朝
起
き
た
と
き
や
寝
る
前
な
ど
日
常
生
活
の

な
か
で
、
少
し
ず
つ
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

第二京阪道路をバックにした木津川の流れ橋 

4No.

（硬めのふとん、じゅうたん、たたみ） 　などの上でおこなう 

簡単にできる寝ゆる体操3パターン 

あおむけに寝て、両手両足を軽く開く。腰を床
に軽く押しつけながら、左右にモゾモゾと動か
す。時間の目安は1～3分 
 

あおむけに寝て、両ひざを60度くらいに立てる。
左足のひざより少し上の太もも寄りに右足を
かける。右足のひざから下を上下にプラプラ
ゆする。左右の足を替えて同様におこなう。
時間の目安は10～30秒ずつ 

あおむけに寝て、両ひざを60度くらいに立てる。
左ひざに右足のふくらはぎをのせる。ふくら
はぎを圧迫して気持ちいい場所を探しながら、

コゾコゾと動
かす。左右の
足を替えて同
様におこなう。
時間の目安
は1分から好
きなだけ 

ち
ょ
う
よ
う
き
ん
 

いかだ 
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巨
椋
地
干
拓
田
や
川
原
、
樹
木
が
比
較
的

多
い
公
園
や
住
宅
地
な
ど
で
、
一
年
中
見
か

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

繁
殖
期
以
外
は
、
群
れ
で
生
活
し
、
繁
殖

期
は
、
一
定
の
区
域
を
動
き
回
り
、
樹
上
や

地
上
で
、
主
に
草
木
の
種
子
を
食
べ
た
り
、

昆
虫
類
を
食
べ
た
り
し
ま
す
。
 

大
き
さ
は
15 
㌢
ぐ
ら
い
で
、
雄
の
頭
部
は
、

緑
色
が
か
っ
た
灰
色
で
す
。
上
面
は
灰
茶
褐

色
を
し
て
い
ま
す
。
雌
は
、
雄
に
比
べ
て
、

全
体
に
灰
色
味
が
あ
り
ま
す
。
 

翼
や
尾
羽
の
基
が
黄
色
い
た
め
、
飛
ぶ
と

翼
の
黄
色
が
よ
く
目
立
ち
、
識
別
し
や
す
い

鳥
で
す
。
 

く
ち
ば
し
は
、
太
く
短
い
円
錐
型
で
、
好

物
の
ひ
ま
わ
り
な
ど
の
種
子
を
口
の
中
で
巧

み
に
回
転
さ
せ
、
外
皮
を
取
り
除
い
て
食
べ

ま
す
。
 

ふ
だ
ん
は
「
チ
ュ
ウ
ー
イ
」
「
キ
リ
キ
リ

キ
リ
」
と
鳴
き
、
繁
殖
期
は
「
キ
ュ
キ
ュ
キ
ュ
」

「
キ
リ
リ
リ
リ
」
「
チ
ュ
チ
ュ
チ
ュ
チ
ュ
」

と
い
う
声
を
交
え
て
盛
ん
に
鳴
き
ま
す
。
 

近
年
、
健
康
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
健
康
食
品
が
た

く
さ
ん
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
食
品
は
、
現

代
の
生
活
習
慣
の
な
か
で
足
り
な
い
栄
養
を
補
給

す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
一
方
で
は
、
医
薬
品
ま
が
い
の
効
能

を
う
た
っ
た
り
、
効
果
を
高
め
よ
う
と
医
薬
品
成

分
を
混
入
さ
せ
て
い
る
も
の
が
発
見
さ
れ
た
り
と
、

問
題
が
あ
る
製
品
や
広
告
も
多
い
の
が
実
状
で
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
消
費
者
の
み
な
さ
ん
が
、
信
頼

で
き
な
い
健
康
食
品
を
買
わ
な
い
よ
う
心
が
け
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
 

そ
も
そ
も
、
健
康
食
品
と
は
体
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

健
康
の
維
持
に
は
、
通
常
の
食
品
を
組
み
合
わ

せ
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や
適
度
な
運
動

が
基
本
で
す
。
健
康
食
品
を
摂
取
す
る
こ
と
で
、

病
気
や
け
が
が
治
っ
た
り
、
血
液
が
サ
ラ
サ
ラ
に

な
る
こ
と
、
ま
た
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
美
容
に
効
果

が
あ
る
な
ど
、
過
剰
な
期
待
を
も
ち
す
ぎ
ず
、
あ

く
ま
で
も
、
不
足
し
が
ち
な
栄
養
の
補
充
で
あ
る

と
考
え
て
、
う
ま
く
利
用
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し

ょ
う
。
 

  
●
海
外
製
の
健
康
食
品
を
中
 

心
に
医
薬
品
成
分
を
含
有
 

す
る
健
康
食
品
に
よ
る
健
 

康
被
害
が
数
多
く
報
告
さ
 

れ
て
い
ま
す
。
 

●
健
康
食
品
を
摂
取
し
て
体
調
が
悪
く
な
っ
た
と

き
は
、
す
み
や
か
に
医
師
の
診
断
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
 

  ●
根
拠
に
乏
し
い
安
全
性
が
表
示
さ
れ
て
い
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
健
康
食
品
に
「
本
品
は
食
品
で
す
か
ら
医
薬
品

と
同
時
に
食
べ
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
」
な
ど

と
表
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
医

薬
品
の
な
か
に
は
、
食
品
と
相
互
作
用
を
引
き

起
こ
し
、
作
用
が
弱
く
な
っ
た
り
、
強
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
緒
に
摂
ろ
う

と
す
る
場
合
は
、
医
師
ま
た
は
薬
剤
師
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
 

  ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
こ
ま
れ
た
ら
、
１
人
で
悩
ま

ず
府
消
費
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
6
7

１
）
0
0
0
4
、
府
山
城
広
域
振
興
局
商
工
観
光

室
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
3
ま
た
は
町
産

業
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
消
費
生
活
週
末
（
土
・
日
）
電
話
相
談
 

日
時
／
土
曜
・
日
曜
　
午
前
10 
時
〜
午
後
4
時
 

 
 
 
 
 
居眠り運転などの原因として、「睡眠時無呼

吸症候群」と呼ばれる病気が注目を集めていま
す。睡眠中に気道が閉ざされ、イビキと呼吸の
一時停止を何度も繰り返すというもので、軽度
の症状の人は相当数いると言われています。 
そうした人たちは、睡眠中に眠りが浅く、そ

の分日中、睡魔に襲われ、注意力や集中力、判
断力が低下したりするため、事故を起こしやす
いことがわかっています。 
睡眠時無呼吸症候群は安全運転上、見逃すこ

とができない病気です。交通事故を未然に防ぐ
ためにも、特に、高齢ドライバーで該当する人
は早急に治療しなければなりません。 
この病気は、本人が自覚しづらいため、次の

チェック表で自己診断をおこない、疑いがある
ときは、専門医の診察を受けましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「はい」が多いほど睡眠時無呼吸症候群の疑

いがあります。 
特に、1．2．8．の3つとも「はい」と答え
た人は、すでに患っているおそれがあります。 
問い合わせ／監理課 

防ごう高齢者交通事故 
Ｖol.7

高齢ドライバーの安全運転 

　　　　　　 

図
書
館 

97

健 康 食 品  

カ
ワ
ラ
ヒ
ワ 

（
ス
ズ
メ
目
ア
ト
リ
科
） 

40

1．普通の人に比べ太っていますか？ 

2．イビキをかきますか？ 

3．顔色は、赤ら顔ですか？ 

4．血圧は高めですか？ 

5．医者に扁桃腺が大きいと 

　 いわれたことがありますか？ 

6．鼻づまりがありますか？ 

7．寝る前にアルコールを飲みますか？ 

8．昼間、眠気がきますか？ 

【はい　いいえ】 

【はい　いいえ】 

【はい　いいえ】 

【はい　いいえ】 

 

【はい　いいえ】 

【はい　いいえ】 

【はい　いいえ】 

【はい　いいえ】 

チェック表 

と
 

健
康
食
品
を
摂
取
す
る
と
き
の
注
意
点
 

医
薬
品
成
分
を
含
む
健
康
食
品
に
注
意
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今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

今
月
は
、
芸
術
の
秋
に
ち
な
み
、
絵
画
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
の
本

を
紹
介
し
ま
す
。
 

◆
新
着
図
書
の
紹
介
 

Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
発
行
 

ピ
カ
ソ
や
ゴ
ッ
ホ
、
セ
ザ
ン
ヌ
な
ど
、
世
界
的
に
有
名
な
画
家
２７

人
の
名
画
と
い
わ
れ
る
作
品
を
詳
し
い
解
説
入
り
で
紹
介
 

「
ニ
ュ
ー
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
シ
リ
ー
ズ（
全
２７
巻
）」
 

成
美
堂
出
版
発
行
 

各
画
家
の
生
い
た
ち
や
作
品
の
特
徴
、
鑑
賞
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
絵

画
の
見
方
、
楽
し
み
方
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
絵
画
の
楽
し
み
方
ガ
イ
ド
」
 あ

す
な
ろ
書
房
発
行
 

各
巻
と
も
、
世
界
の
す
ぐ
れ
た
芸
術
家
の
作
品
に
短
い
伝
記
な
ど

を
加
え
て
わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
は
じ
め
て
で
あ
う
絵
画
の
本（
全
１６
巻
）」
児
童
書
 

金
の
星
社
発
行
 

国
内
外
の
著
名
な
画
家
た
ち
が
描
い
た
、
子
ど
も
た
ち
に
身
近
な

主
題
の
名
画
を
テ
ー
マ
別
に
多
数
紹
介
 

「
心
に
の
こ
る
名
画
美
術
館（
全
5
巻
）」
児
童
書
 

「
絵
画
に
親
し
む
」
 

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

◆
オ
ス
ス
メ
本
 

★
夜
を
ゆ
く
飛
行
機
 

（
角
田
光
代
著
） 

里
々
子
に
は
、
三
人
の
姉
と
生
ま
れ

な
か
っ
た
弟
が
い
る
。
変
わ
ら
な
い
よ

う
で
変
わ
り
ゆ
く
家
族
の
ア
ル
バ
ム
 

★
雲
を
み
よ
う
よ
 

（
ト
ミ
ー
・
デ
・
パ
オ
ラ
作
） 

今
日
は
ど
ん
な
雲
が
見
え
る
か
な
？

雲
の
す
べ
て
を
楽
し
く
学
べ
る
絵
本
 

★
馬
の
耳
に
念
仏
 

（
は
た
こ
う
し
ろ
う
作
） 

お
ば
け
マ
ン
シ
ョ
ン
に
ラ
ー
メ
ン
の

出
前
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
兄
弟
。
無

事
に
届
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？
声
に

出
し
て
読
ん
で
楽
し
い
こ
と
わ
ざ
絵
本
 

★
草
原
の
覇
王
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
 

（
津
本
陽
著
） 

ユ
ー
ラ
シ
ア
を
征
服
し
た
草
原
の
覇

王
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
生
涯
を
描
く
。
 

作り方 
 
 
①　トマトをくし型に切ります。ピー
マンは細切り、ベーコンは2㌢幅に
切って、卵は溶いておきます。 

②　フライパンにサラダ油を入れて熱
し、一度火からおろして、卵を入れ、
少しかき混ぜながら中火でふわっと
焼き、皿にとっておきます。 

③　フライパンにピーマン、ベーコン、
チリメンジャコを入れ、炒めます。 

④　③にトマトを加えて、さっと炒め、
②の卵を戻して、醤油、塩、コショ
ウで味をととのえ、皿に盛り付けて
出来上がりです。 

トマト 
ピーマン 
卵 
ベーコン 

････････････････････････3個 
･･････････････････････2個 

････････････････････････････4個 
･･････････････････････3枚 

チリメンジャコ 
サラダ油 
醤油 
塩・コショウ 

･･･････････････18ｇ 
･･････････････････大さじ2 

･･････････････････････小さじ1 
･････････････････適量 

■材料（4人分） 

 お
は
な
し
会
 

図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
絵
本
や
紙
芝
居
を
読

み
聞
か
せ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
10 
月
28
日
g
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
お
話
し
室
 

問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
 

いた 

図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1

0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

2
日
b
・
10
日
c
・
16
日
b
・
23
日
b

30
日
b
・
31
日
c

212㌔カロリー／1人分 

トマトとピーマンの卵炒め 

93
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  み
る
く
サ
ロ
ン
で
は
、
助
産
師
に
よ
る
植
物
性

オ
イ
ル
を
使
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
心
と
か
ら
だ
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
習
会
を

開
き
ま
す
。
 

当
日
の
み
る
く
サ
ロ
ン
は
、
申
し
込
み
を
さ
れ

た
人
だ
け
の
参
加
と
な
り
ま
す
。
 

日
時
／
10 
月
20
日
f
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
夢
く
む
ル
ー
ム
 

対
象
／
生
後
2
か
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ
を
始
め
る
ま

で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
 

費
用
／
赤
ち
ゃ
ん
１
人
に
つ
き
3
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
10 
月
13 
日
f
ま
で
に
 

 

社
会
福
祉
課
へ
。
電
話
可
 

  高
齢
者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
、
初
心
者
が

対
象
で
す
。
未
経
験
の
人
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
 

日
時
／
11 
月
１
日
d
・
8
日
d
・
10 
日
f
・
17 
日

f
・
22
日
d
・
24
日
f
・
29
日
d
・
12 
月
１

日
f
の
全
8
回
　
い
ず
れ
も
午
前
9
時
30
分

〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
　
 

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
 

定
員
／
16 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
10 
月
25
日
d
ま
で
に

同
苑
へ
。
電
話
可
 

 
 町

教
育
委
員
会
で
は
、
来
 

年
4
月
に
町
立
幼
稚
園
に
入
 

園
を
希
望
さ
れ
る
園
児
を
募
 

集
し
ま
す
。
 

対
象
／
町
内
に
住
民
登
録
を
 

　
　
さ
れ
て
い
て
、
次
の
期
 

　
　
間
に
生
ま
れ
た
幼
児
 

3
歳
児
…
平
成
15 
年
4
月
2
日
〜
平
成
16 
年

4
月
１
日
　
4
歳
児
…
平
成
14 
年
4
月
2
日

〜
平
成
15 
年
4
月
１
日
　
5
歳
児
…
平
成
13 

年
4
月
2
日
〜
平
成
14 
年
4
月
１
日
 

定
員
／
①
3
歳
児
…
佐
山
幼
稚
園
40
人
、
御
牧
幼

稚
園
20
人
、
東
角
幼
稚
園
40
人
 

　
　
②
4
歳
・
5
歳
児
…
各
園
と
も
若
干
名
 

申
し
込
み
／
10 
月
3
日
c
か
ら
13 
日
f
ま
で
の
間

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）
に
各
幼
稚
園
・

教
育
委
員
会
で
配
布
す
る
入
園
申
請
書
に
記

入
押
印
の
う
え
、
各
校
区
の
幼
稚
園
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
 

  
 

  
11 
月
23
日
-
に
開
催
す
る
「
ふ
る
さ
と
フ
ェ

ア
久
御
山
」
で
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
き
ま

す
。
 

み
な
さ
ん
の
出
店
を
募
集
し
ま
す
。
 

対
象
／
町
内
在
住
、
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
（
営

業
目
的
を
除
く
）
 

定
員
／
20
組
（
応
募
者
多
数
の
と
き
は
抽
選
）
 

出
店
料
／
１
，
0
0
0
円
 

応
募
／
10 
月
20
日
f
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
在
勤
の
人
は
勤
務
先
（
名
称
、

住
所
、
電
話
番
号
）・
参
加
人
数
・
販
売
す

る
物
品
（
詳
し
く
）
を
ご
記
入
の
う
え
、
町

商
工
会
青
年
部
（
〒
６１３
‐
００３６
久
御
山
町
田
井

浜
代
5
の
１
）
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
町
商
工
会
1
0
7
5
（
6
3
１
）

6
5
１
8
 

 
 さ

つ
き
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
身

体
に
障
害
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
料
理
教
室
を
開

き
ま
す
。
 

日
時
／
10 
月
16 
日
b
　
午
前
10 
時
〜
午
後
0
時
30

分
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室
 

対
象
／
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
 

定
員
／
15 
人
（
先
着
順
）
 

講
師
／
ク
ッ
ク
ピ
ー
プ
ル
の
み
な
さ
ん
 

費
用
／
6
0
0
円
（
材
料
費
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
10 
月
2
日
b
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
。
 

※
通
所
の
困
難
な
人
は
送
迎
を
し
ま
す
。
 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
習
会
 

幼
稚
園
児
 

料
理
教
室
 

 

あ
ら
み
え
ん
パ
ソ
コ
ン
教
室
 

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山
 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
 

 

1.5㎞ 

3㎞ 

5㎞ 

10㎞

3～5
㎞

Ａ 
Ｂ 
Ｃ 
Ｄ 
Ｅ 
Ｆ 
Ｇ 
Ｈ 
Ｉ 
Ｊ 
Ｋ 
Ｌ 
Ｍ 
Ｎ 
Ｏ 
Ｐ 
Ｑ 
Ｒ 
Ｓ 
Ｔ 
 
Ｘ 
Ｙ 
Ｚ 

ファミリーペア（小学1～3年生とその家族）
小学生男子（小学4～6年生）
小学生女子（小学4～6年生）
中・高校生男子
中・高校生女子
中・高校生男子
中・高校生女子
一般男子（18歳～49歳）
一般男子（50歳以上）
一般女子（18歳～49歳）
一般女子（50歳以上）
中・高校生男子
中・高校生女子
一般男子（18歳～29歳）
一般男子（30歳代）
一般男子（40歳代）
一般男子（50歳代）
一般男子（60歳以上）
一般女子（18歳～49歳）
一般女子（50歳以上）

ファミリーペア（小学1～3年生とその家族）
小学生（小学4～6年生）・中学生
一般（高校生以上）

1,500円
500円
500円

1,000円
1,000円
1,000円
1,000円
2,000円
2,000円
2,000円
2,000円
1,000円
1,000円
2,000円
2,000円
2,000円
2,000円
2,000円
2,000円
2,000円 

500円
300円
500円

第１７回くみやまマラソン 

▼ジョギングの部 

▼マラソンの部 
距離 種　　　　目 費　用 

くみやまマラソン実施委員会では、第17回
くみやまマラソンの参加者を募集します。 
多数の参加をお待ちしています。 

日時／平成19年1月28日a　午前9時30分
から（雨天決行） 

場所／木津川サイクリングロード（役場スタ
ート・ゴール） 

種目・費用 

申し込み／11月23日-までに申込書と費用
をくみやまマラソン実施委員会事務局（総
合体育館内）または社会教育課へ。 

問い合わせ／同実施委員会事務局10774（44）
2205

14
広報くみやま 平成18年10月1日 

102006
October

だいじょうぶ　失敗しても　次がある　（御牧小6年・柴山亜沙美） 



  町
社
会
福
祉
協
議
会
で
 

は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
 

子
交
流
会
を
開
き
ま
す
。
 

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
10 
月
22
日
a
　
午
 

　
　
前
9
時
30
分
出
発
 

行
き
先
／
大
阪
空
港
・
イ
 

 
 
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
 

 
 
ン
発
明
記
念
館
（
大
阪
府
池
田
市
）
 

内
容
／
飛
行
機
の
見
学
・
マ
イ
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル

作
り
 

対
象
／
ひ
と
り
親
家
庭
の
中
学
生
以
下
の
人
と
そ

の
保
護
者
 

費
用
／
大
人
4
0
0
円
、
子
ど
も
2
0
0
円
 

申
し
込
み
／
10 
月
2
日
b
か
ら
16 
日
b
ま
で
の
間

に
地
域
の
民
生
児
童
委
員
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会
 

※
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で
送
迎
し
ま
す
。
 

  
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
障
害
者
の
集
い
を

開
き
ま
す
。
 

日
時
／
10 
月
31
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
2
時
30

分
 

場
所
／
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
 

内
容
／
午
前
の
部
…
ミ
ニ
運
動
会
 

　
　
午
後
の
部
…
会
食
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
 

対
象
／
町
内
在
住
で
障
害
の
あ
る
人
 

費
用
／
無
料
 

申
し
込
み
／
10 
月
23
日
b
ま
で
に
地
域
の
民
生
児

童
委
員
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会
 

※
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で
送
迎
し
ま
す
。
 

  

      町
で
は
、
宇
治
防
犯
協
会
な
ど
と
共
催
で
、
第

23
回
暴
力
追
放
・
少
年
非
行
防
止
宇
治
市
・
久
御

山
町
住
民
大
会
を
開
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
10 
月
7
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
第
１
部
…
式
典
　
第
2
部
…
特
別
講
演
 

演
題
「
暴
力
団
と
の
闘
い
」
　
講
師
　
田
中
伸
弁

護
士
　
 

問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
 

※
当
日
は
、
「
の
っ
て
こ
バ
ス
」
な
ど
の
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

  
総
務
省
は
、
10 
月
 

１
日
を
調
査
日
と
し
 

て
「
平
成
18 
年
事
業
 

所
・
企
業
統
計
調
査
」
 

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
事
業
所
と
企
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
、
そ
の

結
果
は
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
 

調
査
は
、
会
社
や
お
店
、
工
場
や
寺
院
を
は
じ

め
、
町
内
で
経
済
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
す
べ

て
の
事
業
所
と
企
業
が
対
象
で
す
が
、
み
な
さ
ん

の
事
業
所
に
は
調
査
票
は
届
き
ま
し
た
か
。
 

も
し
、
調
査
票
が
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
と

き
は
、
広
報
行
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
調

査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
広
報
行
政
課
 

  
 10 

月
20
日
を
調
査
日
と
し
て
、
総
務
省
の
「
社

会
生
活
基
本
調
査
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
生
活
時
間
の
過
ご
し
方

や
、
自
由
時
間
な
ど
に
お
け
る
主
な
活
動
を
調
査

し
、
多
様
化
す
る
国
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
 

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
10 
月
上
旬
か
ら
中

旬
に
か
け
て
、
知
事
に
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
調

査
の
お
願
い
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
京
都
府
統
計
課
1
0
7
5
（
4
１

4
）
4
4
9
3
 

  
町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い

た
だ
く
サ
ロ
ン
活
動
を
開
い
て
い
ま
す
。
お
気
軽
 

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
10 
月
6
日
f
・
20
日
f
　
午
後
１
時
30
分

〜
3
時
30
分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
、
ビ

ー
ズ
手
芸
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
の
子
育
て
を
応
援
す
る
「
遊
び
の
広
場
」

を
開
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
 

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
10 
月
18 
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
40
分
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

対
象
／
町
内
在
住
の
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護

者
 

内
容
／
大
き
な
紙
の
お
絵
か
き
や
大
き
な
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
最
近
、
相
手
の
声
が
聞
き
取
り
に
く
い
、
耳
が

聞
こ
え
に
く
く
な
っ
た
と
困
っ
て
お
ら
れ
る
人
が

集
ま
っ
て
、
み
ん
な
で
悩
み
を
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
10 
月
14 
日
g
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

場
所
／
役
場
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
 

対
象
／
耳
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
人
 

内
容
／
聴
力
測
定
・
難
聴
者
の
体
験
発
表
・
フ
リ

ー
ト
ー
ク
 

聴
力
測
定
定
員
／
10 
人
（
先
着
順
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
は
ー
も
に
ぃ
1
0
7
7
4
（
5
5
）

5
9
8
１
　
6
0
7
7
4
（
5
5
）
5
9
8
 

　
　
2
へ
。
電
話
・
F
A
X
可
　
 

  
ワ
ク
チ
ン
が
十
分
な
効
果
を
維
持
す
る
期
間
を

考
慮
し
、
今
年
も
早
め
に
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う

に
年
内
に
実
施
し
ま
す
。
 

期
間
／
10 
月
20
日
f
〜
12 
月
末
日
（
年
末
の
実
施

日
は
、
医
療
機
関
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
 

対
象
／
65
歳
以
上
の
人
と
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の

人
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
機
能
障
害
ま

た
は
H
I
V
に
よ
る
免
疫
機
能
の
低
下
に
よ

る
障
害
で
日
常
生
活
を
制
限
さ
れ
る
人
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
（
生
活
保
護
世
帯
、
町
民

税
非
課
税
世
帯
は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

接
種
前
に
役
場
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）
 

接
種
場
所
／
町
内
ま
た
は
宇
治
市
・
城
陽
市
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
協
力
医
療
機
関
 

※
接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
必
ず
医
療
機
関
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
親
子
交
流
会
 

障
害
者
の
集
い
 

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
 

社
会
生
活
基
本
調
査
 

耳
の
こ
と
な
ん
で
も
相
談
 

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
 

遊
び
の
広
場
 

暴
力
追
放
・
少
年
非
行
防
止
 

住
民
大
会
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収
入
が
少
な
く
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
人
は
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
が

免
除
に
な
る
「
申
請
免
除
」
（
30
歳
未
満
の
人
に

は
「
若
年
者
納
付
猶
予
」
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

学
生
で
収
入
が
少
な
い
人
は
、
学
生
証
等
（
コ
ピ

ー
）
が
あ
れ
ば
「
学
生
納
付
特
例
」
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
 

い
ず
れ
の
制
度
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、

退
職
さ
れ
た
人
は
、
離
職
票
等
の
公
的
証
明
が
あ

れ
ば
所
得
に
関
係
な
く
承
認
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
 

承
認
期
間
が
「
平
成
17 
年
4
月
〜
平
成
18 
年
6

月
」
の
申
請
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
の
申
請
期

限
と
、
承
認
期
間
が
「
平
成
17 
年
4
月
〜
平
成
18 

年
3
月
」
の
学
生
納
付
特
例
の
申
請
期
限
が
、
い

ず
れ
も
平
成
18 
年
10 
月
末
日
ま
で
に
延
長
さ
れ
ま

し
た
。
 

希
望
さ
れ
る
人
は
、
承
認
期
間
が
「
平
成
18 
年

7
月
〜
」
の
申
請
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
ま
た

は
、
承
認
期
間
が
「
平
成
18 
年
4
月
〜
」
の
学
生

納
付
特
例
と
あ
わ
せ
て
、
す
み
や
か
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
年
金
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持

参
の
う
え
、
住
民
課
ま
た
は
京
都
南
社
会
保

険
事
務
所
1
0
7
5
（
6
4
3
）
3
5
4
１

へ
。
 

   
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
愛
情
と
責
任
を
持

っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
犬
の
放
し
飼
い
や
散
歩
中

の
犬
の
ふ
ん
は
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
犬
は
し
っ
か

り
つ
な
い
で
飼
い
、
散
歩
時
に
は
ス
コ
ッ
プ
と
回

収
袋
を
持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
 

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫
は
、
次

の
日
時
に
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
 

日
時
・
場
所
／
環
境
保
全
課
…
毎
週
火
曜
日
　
午

後
2
時
10 
分
〜
2
時
20
分
　
府
山
城
北
保
健

所
…
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
午
前

9
時
〜
10 
時
30
分
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
城
南
衛
生
管
理
組
合
と
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
「
環
境
ま
つ
り
」
と
「
下
水
道
ま
つ
り
」
を

同
時
に
開
き
ま
す
。
多
数
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
10 
月
29
日
a
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
 

（
雨
天
の
場
合
は
、
11 
月
5
日
a
に
延
期
）
 

場
所
／
城
南
衛
生
管
理
組
合
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
沢
 

　
　
（
八
幡
市
八
幡
沢
１
）
お
よ
び
洛
南
浄
化
セ

ン
タ
ー
 

内
容
／
①
環
境
ま
つ
り
…
リ
サ
イ
ク
ル
市
、
野
菜

朝
市
コ
ー
ナ
ー
、
う
ま
い
も
の
横
丁
、
エ
コ

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
・
衣
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教

室
（
い
ず
れ
も
事
前
予
約
必
要
）
な
ど
 

　
　
②
下
水
道
ま
つ
り
…
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

施
設
見
学
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
①
城
南
衛
生
管
理
組
合
1
0
7
5

（
6
3
１
）
0
8
2
5
　
②
洛
南
浄
化
セ
ン

タ
ー
1
0
7
5
（
6
3
2
）
１
4
3
3
 

※
会
場
へ
は
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
（
11 
月
5
日
に
延
期
の
場
合
は
、
運

行
し
ま
せ
ん
）
 

  
10 
月
１
日
a
か
ら
7
日
g
は
「
全
国
道
路
標
識

週
間
」
で
す
。
 

道
路
標
識
は
、
道
路
を
安
全
・
快
適
に
迷
わ
ず

利
用
す
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
道
し
る

べ
」
で
す
。
 

み
な
さ
ん
の
回
り
で
「
内
容
が
わ
か
り
に
く
い
」

「
表
示
が
間
違
っ
て
い
る
」
「
壊
れ
て
い
て
見
に

く
い
」
道
路
標
識
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

道
路
標
識
を
一
層
利
用
し
や
す
い
も
の
に
改
善

す
る
た
め
、
お
気
付
き
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
道
路
河
川
課
 

  
子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
子
ど
も

が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
の
「
食
育
」
に
つ
い

て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
楽
し
い
歌
も

あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
10 
月
21
日
g
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
　
視
聴
覚
室
 

内
容
／
食
に
関
す
る
講
演
「
食
・
歯
・
命
」
美
登

里
さ
ん
の
「
わ
っ
歯
っ
は
劇
場
」
 

講
師
／
歯
科
衛
生
士
　
和
田
美
登
里
さ
ん
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

定
員
／
35
人
 

費
用
／
無
料
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
10 
月
14 
日
g
ま
で
に

各
保
育
所
ま
た
は
学
校
教
育
課
へ
。
電
話
可
 

 
 
佐
山
1
0
7
7
4
（
4
3
）
2
9
7
0
 

 
 
御
牧
1
0
7
5
（
6
3
１
）
2
4
7
5
 

 
 
宮
ノ
後
1
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6
 

※
保
育
ル
ー
ム
（
満
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
）
を

用
意
し
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
時
に
人
数
と
年

齢
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

 

  
町
で
は
、
生
活
保
護
世
帯
や
母
子
世
帯
な
ど
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
の
水
道
・
下
水

道
料
金
の
基
本
使
用
料
の
一
部
を
減
免
し
、
負
担

の
軽
減
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

対
象
／
①
生
活
保
護
世
帯
 

②
市
町
村
民
税
が
非
課
税
で
、
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
世
帯
 

③
市
町
村
民
税
が
非
課
税
で
、
18 
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
す
る
母
子
世
帯
 

減
免
額
／
水
道
・
下
水
道
の
基
本
使
用
料
の
う
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
月
額
5
0
0
円
 

申
請
／
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
水
道
課
へ
。
今
年

１
月
2
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
前
住

所
地
の
平
成
18 
年
度
市
町
村
民
税
非
課
税
証

明
書
が
必
要
で
す
。
 

※
申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
偶
数

月
の
20
日
ご
と
に
締
め
切
り
、
翌
奇
数
月
に
審

査
決
定
を
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
水
道
課
 

  
町
で
は
、
ご
家
庭
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
を
計
量
法
の
規
定
に
よ
り
、
8
年
を
経

過
す
る
前
に
取
り
替
え
ま
す
。
 

10 
月
初
旬
か
ら
該
当
す
る
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替

え
作
業
を
、
町
か
ら
委
託
し
た
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
が
お
こ
な
い
ま
す
。
 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
 

の
上
に
物
を
置
か
な
い
 

よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

該
当
す
る
人
に
は
、
 

事
前
に
通
知
を
し
て
い
 

ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
水
道
課
 

 

ペ
ッ
ト
は
愛
情
を
持
っ
て
 

飼
い
ま
し
ょ
う
 

環
境
ま
つ
り
と
下
水
道
ま
つ
り
 

全
国
道
路
標
識
週
間
 

食
育
講
演
会
「
食
・
歯
・
命
」
 

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
 

上
下
水
道
料
金
の
減
免
 

国
民
年
金
の
免
除
申
請
 

佐
山
バ
ス
停
 

19：00 

10：05 

11：10 

12：10

19：03 

10：08 

11：13 

12：13

※帰りの無料シャトルバスもあります。 
　時刻については会場でご確認ください。 

発
　
車
　
時
　
刻
 

バ
ス
乗
り
場
 

（
淀
行
き
）
 

久
御
山
団
地
口
 

　
　
バ
ス
停
 

16
広報くみやま 平成18年10月1日 

あいさつは　人を元気にする　まほうの力　（御牧小5年・岡井茉利子） 



  
公
共
下
水
道
の
整
備
の
た
め
、
次
の
場
所
で
下

水
道
管
の
敷
設
工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

期
間
中
は
、
付
近
の
人
や
通
行
さ
れ
る
み
な
さ

ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
 

  日
時
／
10 
月
30
日
b
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
 

場
所
／
宇
治
市
産
業
会
館
（
宇
治
市
宇
治
琵
琶
45

の
13 
）
 

内
容
／
交
通
事
故
、
土
地
建
物
、
金
銭
、
家
庭
内

の
問
題
な
ど
の
相
談
 

相
談
員
／
弁
護
士
、
調
停
委
員
 

問
い
合
わ
せ
／
宇
治
簡
易
裁
判
所
1
0
7
7
4（
2

１
）
2
3
9
4
 

   
異
業
種
の
連
携
に
よ
っ
て
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

町
商
工
会
で
は
、
近
畿
経
済
産
業
局
と
町
の
協

力
の
も
と
、
中
小
企
業
を
支
援
す
る
交
流
セ
ミ
ナ

ー
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
10 
月
18 
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30

分
 

場
所
／
宇
治
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
日
産
車
体

跡
地
）
 

定
員
／
80
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
町
商
工
会
（
宇
城
久

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
1
0
 

　
　
7
5
（
6
3
１
）
6
5
１
8
へ
。
電
話
可
 

  
京
都
府
で
は
、
10 
月
を
「
宇
治
茶
の
郷
創
月
間
」

と
し
て
、
宇
治
茶
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
く
取

り
組
み
を
山
城
地
域
一
帯
で
お
こ
な
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
府
山
城
広
域
振
興
局
企
画
調
整
室
 

1
0
7
7
4
（
2
１
）
3
2
2
9
 

  
京
都
高
速
道
路
と
第
二
京
阪
道
路
を
接
続
す
る

た
め
の
橋
り
ょ
う
架
設
工
事
に
と
も
な
い
、
巨
椋

池
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
出
入
り
口
を
終
日
閉
鎖
し

ま
す
。
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

工
事
（
通
行
止
め
）
期
間
／
10 
月
19 
日
e
　
午
前

6
時
〜
11 
月
7
日
c
　
午
前
6
時
 

問
い
合
わ
せ
／
ネ
ク
ス
コ
西
日
本
　
茨
木
管
理
事

務
所
1
0
7
2
（
6
2
2
）
4
8
8
7
 

  
阪
神
高
速
道
路
で
は
、
12 
号
守
口
線
の
大
規
模

補
修
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
左
記
の
期
間
は
、

終
日
全
面
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

工
事
区
間
／
12 
号
守
口
線
全
線
と
そ
の
出
入
り
口
 

工
事
（
通
行
止
め
）
期
間
／
10 
月
24
日
c
　
午
前

6
時
〜
11 
月
１
日
d
　
午
前
6
時
 

問
い
合
わ
せ
／
阪
神
高
速
道
路
㈱
7
0
１
2
0
（
5
 

　
　
6
）
１
6
2
0
 

     日
時
／
10 
月
29
日
a
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
、
在
勤
、
 

　
　
在
学
者
で
中
学
生
以
 

　
　
上
の
人
 

種
目
／
個
人
戦（
１
〜
3
部
）
 

費
用
／
一
般
5
0
0
円
、
高
 

　
　
校
生
3
0
0
円
、
中
学
 

　
　
生
無
料
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
10 
月
23
日
b
ま
で
に

体
育
協
会
事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
ま
た

は
町
卓
球
協
会
事
務
局
（
松
本
さ
ん
宅
）
1

　
　
0
7
7
4
（
4
3
）
6
5
6
3
へ
。
電
話
可
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

10 
月
17 
日
c
　
①
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役
場

庁
舎
１
階
相
談
室
１
　
②
午
後
１
時
〜
3
時
　
ゆ

う
ホ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
１
 

※
②
は
人
権
擁
護
相
談
の
み
で
す
。
行
政
相
談
は

役
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
  

10 
月
10 
日
c
・
24
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
 

中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
無
料
法
律
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

10 
月
19 
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
定
員
8
人
（
先
着
順
）
 

※
申
し
込
み
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。
 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

10 
月
12 
日
e
・
26
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

 

 

下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を
 

調
停
相
談
 

新
連
携
・
販
路
ナ
ビ
支
援
 

交
流
セ
ミ
ナ
ー
 

宇
治
茶
の
郷
創
月
間
 

第
二
京
阪
道
路
通
行
止
め
 

阪
神
高
速
道
路
通
行
止
め
 

卓
球
協
会
会
長
杯
卓
球
大
会
 

さ
と
づ
く
り
 

工期は、平成19年2月中旬まで 

　下津屋処理分区（下津屋地区） 

工期は、平成19年1月中旬まで 

　市田処理分区（森・村東地区） 

工期は、平成19年1月末まで 

　市田処理分区（森・大内地区） 

工期は、平成19年2月末まで 

　佐山処理分区（市田・新珠城地区など） 
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社会を明るくする運動 
入選標語　＝敬称略＝ 1人じゃない　社会が君の　サポーター　（御牧小5年・佐伯瞭太） 



〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど
が
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
 

費
用
は
10 
月
9
日
-
（
10 
日
ま
で
の
教
室
に
つ

い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓

口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。
 

  ▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
 

日
時
／
10 
月
11 
日
d
・
12 
日
e
・
13 
日
f
・
14 
日

g
【
4
回
コ
ー
ス
】
　
午
後
7
時
30
分
〜
9

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
18 
歳
以
上
で
、
簡
単

な
文
字
の
入
力
が
で
き
る
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
室
で

す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
初
め
て
の
エ
ク
セ
ル
 

日
時
／
10 
月
17 
日
c
・
18 
日
d
・
19 
日
e
【
3
回

コ
ー
ス
】
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
エ
ク
セ
ル
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
じ
っ
く
り
型
 

日
時
／
10 
月
12 
日
e
・
17 
日
c
・
19 
日
e
・
24
日

c
・
26
日
e
・
11 
月
2
日
e
・
7
日
c
・
9

日
e
【
8
回
コ
ー
ス
】
　
午
前
9
時
30
分
〜

11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
超
初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
4
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
10 
月
12 
日
e
・
20
日
f
　
午
後
１
時
〜
4

時
、
28
日
g
　
午
前
9
時
〜
正
午
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を
自
由

に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
10 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

               日
時
／
10 
月
25
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
10 
月
11 
日
d
　
午
後
１
時
〜
5
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
。
申

し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当
日
、
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」
と
「
映

画
」
で
す
。
 

  日
時
／
10 
月
14 
日
g
　
午
後
6
時
30
分
〜
7
時
30

分
、
28
日
g
　
午
後
5
時
30
分
〜
6
時
30
分

（
受
け
付
け
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
小
学
生
以
下
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま
す
。
 

  日
時
／
10 
月
29
日
a
　
午
前
8
時
50
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人
。
た
だ
し
、

小
学
１
〜
2
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

で
す
。
 

内
容
／
巨
椋
池
干
拓
田
に
生
息
す
る
野
鳥
を
観
察

し
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
10 
月
9
日
-
　
①
午
前
10 
時
〜
正
午
　
②

午
後
2
時
〜
4
時
 

※
①
・
②
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人
。
た
だ
し
、

小
学
１
〜
3
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

で
す
。
 

内
容
／
水
と
空
気
の
実
験
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
組
 

               日
時
／
10 
月
28
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
自
然
や
科
学
の
ふ
し
ぎ
に
つ
い
て
楽
し
く

学
習
し
ま
す
。
今
回
は
「
愉
快
な
動
物
 
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
と
「
科
学
マ
ジ
ッ
ク
」
で

す
。
 

定
員
／
15 
人
 

  日
時
／
10 
月
13 
日
f
・
20
日
f
・
27
日
f
【
3
回

コ
ー
ス
】
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で
子
育

て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

小
学
生
ビ
デ
オ
学
習
教
室
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

身
近
な
野
鳥
観
察
会
 

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室
 

申込は10月1日A

午前9時から 

【休館日】 
毎週月曜日 

（祝日の場合は、その翌日） 

10774（45）0002

童
謡
を
楽
し
む
会
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

先月の「パソコン教室」（自分史を作ろう） 

真剣な表情で実験する親子 
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  日
時
／
10 
月
21
日
g
　
①
午
前
9
時
〜
正
午
　
②

午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
、
22
日
a
　
③

午
前
9
時
〜
正
午
　
④
午
後
１
時
30
分
〜
4

時
30
分
 

※
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
杉
板
で
自
分
の
名
前
プ
レ
ー
ト
を
作
り
ま

す
。
 

定
員
／
各
8
人
 

費
用
／
2
0
0
円
 

  日
時
／
10 
月
29
日
a
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い
ね
い

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  
ゆ
う
ホ
ー
ル
は
、
館
内
の
設
備
 

点
検
の
た
め
、
10 
月
31
日
c
は
休
館
し
ま
す
。
 

           日
時
／
①
10 
月
7
日
g
・
9
日
-
・
21
日
g
・
22

日
a
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
　
②
10 
月
12 
日
e
・

17 
日
c
・
27
日
f
・
30
日
b
　
午
後
7
時
〜

8
時
 

※
①
・
②
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方

法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に

必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談
だ
け

の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料

の
み
必
要
で
す
）
 

  日
時
／
①
10 
月
14 
日
g
　
②
28
日
g
　
午
前
9
時

〜
正
午
 

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
 

 
 
②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

  日
時
／
11 
月
4
日
か
ら
12 
月
16 
日
ま
で
の
毎
週
土

曜
日
（
11 
月
18 
日
は
除
く
）
【
6
回
コ
ー
ス
】

　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）
 

   日
時
／
11 
月
2
日
〜
12 
月
7
日
ま
で
の
毎
週
木
曜

日
【
6
回
コ
ー
ス
】
　
午
後
7
時
30
分
〜
9

時
 

内
容
／
ゆ
っ
く
り
身
体
を
動
か
し
ポ
ー
ズ
を
取
り
、

心
と
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
て
ス
ト
レ
ス

を
解
消
し
ま
す
。
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

定
員
／
40
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

                      日
時
／
10 
月
20
日
f
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
ハ
ー
ブ
エ
キ
ス
を
練
り
こ
み
、
肌
に
優
し

い
蜂
蜜
を
使
っ
た
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
ハ
ー
ブ
石

鹸
を
作
り
ま
す
。
 

講
師
／
小
芝
ル
リ
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

 

   【
連
絡
先
】
 

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

　
▽
車
い
す
 

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
 

ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

     【
休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
苑
日
除
く
）
 

　
午
後
１
時
〜
3
時
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
 

使
用
講
習
会
＆
相
談
日
 

ハ
ー
ブ
石
鹸
作
り
教
室
 

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
 

ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
 

（
夜
間
の
部
）
 

申込は10月1日A

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

10774（44）3700

申込は10月2日B

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

1075（631）1000

小
学
生
工
作
教
室
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 6 1人　 
8 , 5 4 9人　 
8 , 6 1 2人　 
6 , 6 2 4世帯 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

2 0人　 
4人　 
5 8人　 
8 2人　 

（
前
月
比
／
減
8
人
）
 

大勢が参加した前回の「ヨガ・ストレッチ教室」（午前の部） 

せ
っ
け
ん
 

〈
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
〉
 

〈8月中の動き〉 

〈9月1日現在〉 
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※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）、麻しん・風しん混合、日本脳炎（現在見合わせ中）は、個別接種となっています。 
　年間を通して、予防接種協力医療機関で接種できますので、医師と相談のうえ、受けてください。 
※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、母子健康手帳を必ずご持参ください。 

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

会場は、保健センター（※1はゆうホール、※2はいきいきホール）です。予防接種・健診には母子健康手帳を必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課保健予防係 

健 　 診 ・ 相 　 談  

30日B

健 康 ・ 栄 養 相 談  4 0歳以上の人 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

保健師等による健康相談 
栄養士による栄養相談 

成 人 歯 科 検 診  
40歳以上の人・
妊婦 

12日E 午前10時～正午 

午後1時～1時30分 

母　子　保　健 
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

※2

※1

乳 幼 児 相 談  午前9時30分～11時 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 5日E

すくすくひろば（親子教室） 午前9時45分～10時 
生後10か月～おおむ
ね1歳6か月の乳幼児 

1歳前後の育児遊びについて
のお話しと自由遊び 

6日F

1 0 か 月 児 健 診  午後1時20分～1時50分 平成17年12月生まれ 
医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導 

16日B

3 ～ 4 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 個人通知が届いた人 
医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

17日C

パパ＆ママ教室（第1回） 午後1時～1時15分 妊 婦 と 夫  
妊娠中の過ごし方、プレママ体
操、交流会 

19日E

1 歳 8 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成17年1月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

20日F

パパ＆ママ教室（第2回） 午前11時～11時15分 妊 婦 と 夫  
調理実習（妊娠中の栄養）、交
流会 

24日C

3 歳 児 健 診  午後1時20分～2時 平成15年3月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

27日F

パパ＆ママ教室（第3回） 午後1時～1時15分 妊 婦 と 夫  
歯科検診、赤ちゃんの歯の話、
交流会 

30日B

2歳6か月児歯科健診 午後1時20分～1時40分 平成16年3月生まれ 
歯科医師による健康診査および予
防指導、身体的・精神的な発達指導 

30日B

予　防　接　種 
予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

ポ リ オ（ 服 用 ） 午後1時45分～3時 
4日D

13日F

23日B

・6か月未満の乳児（3～4か月児健診対象者は健診時に接種） 午後1時40分～1時55分 17日CＢ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  

・生後3か月～7歳6か月未満（生後3か月から1歳6か月まで
に終了が望ましい） 

・6週間あけて2回服用。下痢をしている人は服用できません。 

10か月児健診（9月11日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 
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保健予防のコーナー 

町公共機関電話番号 
■役場（代表） 
　1 075（631）6111/0774（45）0001 
　6 075（632）1899 
■各課（直通） 
　総　務　課　631－9991/45－3922 
　企画財政課　631－9992/45－3924 
　広報行政課　631－9993/45－3926 
　税　務　課　631－9926/45－3908 
　社会福祉課　631－9902/45－3902 
　長寿健康課　631－9903/45－3904 
　住　民　課　631－9904/45－3905 
　国保医療課　631－9913/45－3906

環境保全課　631－9917/45－3907 
監　理　課　631－9952/45－3910 
道路河川課　631－9961/45－3912 
産　業　課　631－9964/45－3914 
都市計画課　631－9966/45－3915 
学校教育課　631－9974/45－3917 
社会教育課　631－9980/45－3918 
水　道　課　631－9987/45－3919 
下 水 道 課　631－9990/45－3920 
議会事務局　631－9996/45－0105 
会　計　課　631－9932/45－3909

1消 防 本 部 
1ふれあい交流館ゆうホール 
 
1図　書　館 
1中央公民館 
1総合体育館 
1町体育協会 
1健康センターいきいきホール 
 
1老人福祉センター荒見苑 
 
1地域福祉センター 
　（町社会福祉協議会） 
1シルバー人材センター 

631－1515 
 

45－0002 
45－0003 
631－1000 
44－3700 
44－2205 

 
41－3466 

 
44－3405 

 
 

41－1881

6632－5382 
 

646－5610 
646－5690 

6632－0031 
644－2203 
644－2203 

 
644－1199 

 
644－7801 
631－0022 

6632－3001 
643－4546



燃やすごみ 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 

使用済みてんぷら油 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）東一

口（国道１号以東）・森（国道１号以東）・野村・

村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田

井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道１号

以西）・西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

火 

水 

木 

金 

缶 類  
ペットボトル 
紙 パ ッ ク 

び ん 類  
発泡食品トレー 
発泡スチロール 

4日 
（第１水曜日） 
18日 

（第３水曜日） 

11日 
（第２水曜日） 
25日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

※簡単な水洗いをして、分別し 
　中身の見える袋に入れて出し 
　てください。 
※びん・ペットボトルは、必ずふ 
　たをはずしてください。 

13日 
16日 

19日 

11日（第２水曜日） 
※指定の場所に油が入っていた容 
　器等に入れて出してください。 

10月のごみ・し尿収集日 

ラクラク節約・快適エコライフ　Vol.17
自 動 車   
 

　日常の点検を心がけましょう 
前回は、省エネに効果がある自動車の運転方法を紹介

しましたが、今号では、運転する前の日常の心がけで省
エネができるポイントを紹介します。 
●乗る前に点検をしましょう 
整備の行き届いた自動車は、そうでない自動車に比べ

て9㌫もガソリンを節約できます。自動車に乗る前には
オイルやフィルターの目詰まりなど、まめに点検しまし
ょう。 
●荷物の積みっぱなしはやめましょう 
車は、荷物の重さによっても燃料の消費量が変わりま

す。ゴルフバックやレジャー用品が1年中トランクに積
みっぱなしになっていませんか。 

●渋滞は避けましょう 
事前に渋滞が予想される時間帯や場所は、なるべく避
けたいものです。予定より早く家や会社を出たり、自分
なりの回り道を探しておくと便利です。 
●タイヤの空気圧を適正に保ちましょう 
ついつい忘れがちになるのが、タイヤの空気圧のチェ
ックです。空気圧が低すぎると異常な発熱や波うち現象
が発生し、タイヤの寿命を縮めることになります。 
また、適正な空気圧は、
ガソリンの節約にもなりま
す。約1万㌔メートル走っ
たら、タイヤの前後左右を
入れ替えるのが、長くタイ
ヤを使う秘訣です。 
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久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

  四
月
四
日
、
好
天
気
に
恵
ま
れ
山
田

里
さ
ん
た
ち
一
行
は
、
朝
早
く
元
気
に

下
諏
訪
宿
を
出
立
し
た
。
塩
尻
宿
（
現

長
野
県
塩
尻
市
）
に
向
か
う
中
山
道
を

左
折
し
て
、
伊
那
街
道
（
三
州
街
道
）

を
南
下
す
る
。
中
食
を
「
ひ
ら
い
」（
現

長
野
県
上
伊
那
郡
辰
野
町
平
出
）
で
と

る
。
休
息
後
、
約
五
里
（
約
二
○
キ
ロ
）

を
二
○
○
文
で
馬
に
乗
り
、
伊
那
部
宿

（
現
長
野
県
伊
那
市
）
の
「
ほ
て
い
や

仁
右
衛
門
」
方
に
、
木
賃
四
○
文
、
宿

賃
九
三
文
で
泊
ま
っ
た
。
 

こ
の
宿
場
は
、
今
も
宿
場
跡
が
残
っ

て
い
て
、
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

西
方
に
は
権
現
山
（
一
七
四
九
メ
ー
ト

ル
）・
経
ヶ
岳
（
二
二
九
六
メ
ー
ト
ル
）

等
が
連
な
る
木
曾
山
脈
、
東
部
は
赤
石

山
脈
に
属
す
る
山
岳
地
帯
で
あ
る
。
宿

場
の
中
央
を
北
か
ら
南
に
貫
流
す
る
天

龍
川
の
両
岸
は
、
伊
那
盆
地
の
平
坦
地

が
ひ
ら
け
て
い
る
。
 

宿
場
近
郊
の
見
所
は
、
通
称
「
羽
広

観
音
」
と
呼
ば
れ
る
「
仲
仙
寺
」
が
、

経
ヶ
岳
の
麓
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
弘

仁
七
年
（
八
一
六
）
、
慈
覚
大
師
円
仁

が
十
一
面
観
音
像
を
刻
み
、
経
ヶ
岳
山

頂
に
祠
堂
を
建
て
て
安
置
し
た
の
が
始

ま
り
と
い
う
。
そ
の
後
、
松
本
城
主
小

笠
原
秀
政
が
、
伊
那
部
宿
の
西
方
、
羽

広
に
再
興
し
、
伊
那
諏
訪
八
十
八
ヵ
所

観
音
霊
場
第
一
番
札
所
と
し
て
、
南
信

濃
地
方
の
人
々
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
 

一
行
は
翌
四
月
五
日
、
約
五
里
を
歩

行
し
て
飯
島
（
現
上
伊
那
郡
飯
島
町
）

で
中
食
を
と
り
、
午
後
は
三
里
半
（
約

一
四
キ
ロ
）
を
歩
い
て
大
島
（
現
上
伊

那
郡
松
川
町
）
に
着
き
、
「
大
丸
や
」

と
い
う
旅
籠
に
旅
装
を
解
い
た
。
木
賃

は
四
○
文
、
宿
賃
は
八
二
文
で
、
伊
那

部
宿
の
旅
籠
よ
り
一
一
文
も
安
か
っ
た
。

宿
場
は
元
大
島
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
西

方
は
木
曾
山
脈
、
東
部
は
伊
那
山
地
に

接
し
、
伊
那
盆
地
の
平
坦
地
に
位
置
し

て
い
る
。
 

さ
て
、
一
行
は
往
路
で
宿
泊
し
た
飯

田
宿
（
現
長
野
県
飯
田
市
）
を
通
過
し

て
大
平
街
道
を
進
む
。
街
道
に
は
、
木

曾
峠
と
も
呼
ば
れ
る
峠
が
あ
り
、
古
く

は
木
曾
谷
と
伊
那
谷
を
結
ぶ
交
通
の
要

衝
で
あ
っ
た
。
往
路
で
も
述
べ
た
が
、

善
光
寺
参
り
の
女
性
は
、
「
女
改
め
」

の
厳
し
い
福
島
（
現
長
野
県
木
曾
町
）

の
関
所
を
避
け
て
、
こ
の
街
道
を
通
っ

た
。
里
さ
ん
た
ち
一
行
も
往
路
・
復
路

と
も
に
、
こ
の
街
道
を
利
用
し
て
い
る
。

「
手
控
帳
」
の
帰
路
の
項
に
「
中
飯
大

平
、
と
ま
り
大
平
竹
や
」
と
あ
り
、
中

食
後
も
滞
在
し
、
明
日
に
備
え
て
疲
れ

を
と
る
た
め
、
六
日
は
こ
の
宿
場
で
泊

ま
っ
た
。
大
平
集
落
は
現
在
、
廃
村
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
原
因
は
、
街
道
の

南
を
伊
那
谷
か
ら
木
曾
谷
を
結
ぶ
清
内

路
街
道
が
改
良
整
備
さ
れ
、
そ
の
交
通

の
利
便
性
か
ら
、
大
平
街
道
の
集
落
は

過
疎
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 

翌
七
日
、
大
平
宿
で
疲
れ
を
癒
し
た

一
行
は
、
峠
や
難
所
の
多
い
街
道
を
越

え
、
妻
籠
宿
（
現
長
野
県
南
木
曾
町
）

で
中
食
を
と
る
。
こ
の
宿
は
、
慶
長
六

年
（
一
六
○
一
）
に
中
山
道
の
一
宿
と

し
て
整
備
さ
れ
、
天
保
十
四
年
（
一
八

四
三
）
の
人
口
は
四
一
八
人
、
家
数
が

八
三
軒
、
本
陣
・
脇
本
陣
が
各
一
、
旅

籠
は
三
一
軒
で
あ
っ
た
。
町
並
は
北
か

ら
下
町
・
中
町
・
上
町
と
続
き
、
街
道

の
東
側
に
は
、
宿
場
を
見
下
ろ
す
高
台

に
臨
済
宗
の
光
徳
寺
が
あ
り
、
宿
の
南

端
部
は
寺
下
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
 

天
保
九
年
の
『
木
曾
巡
行
記
』
に
は
、

「
寒
気
強
く
田
畑
も
少
な
く
宿
立
も
悪

敷
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
幕
末
か

ら
維
新
期
の
妻
籠
は
す
で
に
衰
退
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
 

そ
の
後
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九

○
）
に
は
、
木
曾
川
沿
い
に
坂
下
へ
と

抜
け
る
現
在
の
中
山
道
（
国
道
一
九
号
）

が
通
り
、
さ
ら
に
二
一
年
後
に
は
国
鉄

中
央
線
が
開
通
し
て
、
妻
籠
は
旅
人
の

姿
も
な
く
す
っ
か
り
寂
れ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
昭
和
四
十
二
年
、
長
野
県
の

「
明
治
百
年
記
念
事
業
」
の
妻
籠
宿
保

存
工
事
が
行
わ
れ
、
文
化
財
保
護
法
に

基
づ
く
貴
重
な
歴
史
的
遺
産
と
し
て
、

昭
和
五
十
一
年
に
国
の
「
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
」
第
一
号
の
指
定

を
機
に
蘇
生
す
る
。
江
戸
時
代
の
宿
駅

の
姿
を
往
時
の
ま
ま
に
残
す
妻
籠
は
、

年
間
八
二
万
人
も
の
観
光
客
を
受
け
入

れ
る
、
木
曾
路
き
っ
て
の
名
所
と
な
っ

て
い
る
。
 

さ
て
、
山
田
里
さ
ん
た
ち
一
行
は
、

妻
籠
で
中
食
後
、
駕
籠
を
利
用
し
て
中

山
道
の
馬
籠
峠
を
越
え
、
美
濃
路
へ
と

向
か
う
こ
と
に
な
る
。
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下
諏
訪
か
ら
妻
籠
宿
へ
 

▲民家が往時のままに並ぶ妻籠宿 

  し
も
　

す
　
わ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
お
じ
り
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
し
ゅ
う
 

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
　
な
　
べ
 

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の
 

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ん
げ
ん
 

      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
　

び
ろ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ゅ
う
せ
ん
じ
 

　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
も
と
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
 

に
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
　

か
く
だ
い
　

し
　

え
ん
に
ん
 

 　
　
　
　
　

し
　

ど
う
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
み
し
な
 

　

の
 

 　
　
　
　
　
　
い
い
じ
ま
 

   　
　
　
　
　
　
は
た
　

ご
 

        　
　
お
お
だ
い
ら
 

 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
な
い
 

　

じ
 

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
や
 

 　
　
　
　
つ
ま
　

ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ぎ
　
そ
 

　
　
り
ん
ざ
い
し
ゅ
う
 

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
 

し
く
 

       　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
び
 

            　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
　
ご
 

　
　
　
　
　
　
　

ま
　

ご
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
　
の
　
じ
 

22


